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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれの場合において接着剤組成物の全重量に基づいて：
（ａ）１５．０～５５．０重量％の、（メタ）アクリレートモノマーに基づく重合物であ
って、エチレン性不飽和モノカルボン酸及びジカルボン酸からなる群から選択される少な
くとも１種の共重合性副モノマーを含む重合物；および
（ｂ）０．１～５．０重量％の安定剤、ここで、該安定剤は、少なくとも１つのビニルエ
ステル、および式
　　　Ｈ２Ｃ＝ＣＨＲ１－（ＣＨＲ２）ｎ－ＣＨ２Ｒ３

〔式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の少なくとも２つは－ＯＣ（Ｏ）Ｒ４であり、残りは水素
であり、Ｒ４はＣ1-6アルキルであり、ｎは０、１、２、３、４または５である〕
の少なくとも１つのアルケンジエステルに基づくコポリマーを含み、該コポリマーは部分
的または完全に加水分解されている、
を含む水性（メタ）アクリレート分散体であり、
　前記（メタ）アクリレートモノマーに基づく重合物は、それぞれの場合において重合物
の全重量に基づいて：
（ａ）４０．０重量％～８９．０重量％の（メタ）アクリレートモノマー単位；および
（ｂ）１１．０～６０．０重量％の（メタ）アクリル酸モノマー単位
を含むことを特徴とする、接着剤組成物。
【請求項２】
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　安定剤は、コポリマーの全重量に基づいて：
（ａ）５０～９５重量％の少なくとも１つのビニルエステルに基づくモノマー単位；およ
び
（ｂ）５～５０重量％の少なくとも１つのアルケンジエステルに基づくモノマー単位
を含む、部分的にまたは完全に加水分解されたコポリマーを含むことを特徴とする、請求
項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　安定剤は、式
　　　Ｈ２Ｃ＝ＣＨ２－（ＣＨＲ２）ｎ－ＣＨ２Ｒ３

〔式中、Ｒ２およびＲ３の少なくとも２つは－ＯＣ（Ｏ）Ｈ３であり、残りは水素であり
、ｎは０、１、２または３である〕
のアルケンジエステルを有する酢酸ビニルのコポリマーを含み、該コポリマーは、部分的
にまたは完全に加水分解されていることを特徴とする、請求項１または２に記載の接着剤
組成物。
【請求項４】
　コポリマーはブテンジオール／ビニルアルコールコポリマーであることを特徴とする、
請求項１～３のいずれかに記載の接着剤組成物。
【請求項５】
　コポリマーは８０～９５モル％の加水分解度を有することを特徴とする、請求項１～４
のいずれかに記載の接着剤組成物。
【請求項６】
　（ｉ）（メタ）アクリレートモノマーは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート
、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、プロピルアクリレート、プロピルメタク
リレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルア
クリレートおよびその混合物から選択され；および／または
　（ｉｉ）（メタ）アクリル酸モノマーは、アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物
から選択される
ことを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の接着組成物。
【請求項７】
　（メタ）アクリレートモノマーに基づく重合物は、メチルメタクリレート、ｎ－ブチル
アクリレートおよびメタクリル酸の重合物であることを特徴とする、請求項１～６のいず
れかに記載の接着剤組成物。
【請求項８】
　（メタ）アクリレートモノマーに基づく重合物は、メチルメタクリレート、ｎ－ブチル
アクリレートおよびアクリル酸の重合物であり、前記モノマーは１：０．９～１．１：０
．７～０．９の重量比率で存在することを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の
接着剤組成物。
【請求項９】
　接着剤組成物は、
（ｉ）３０～７０重量％の水を含み；および／または
（ｉｉ）更なる助剤または添加剤を含む
ことを特徴とする、請求項１～８のいずれかに記載の接着剤組成物。
【請求項１０】
　ラベリング接着剤またはシーリング接着剤としての請求項１～９のいずれかに記載の接
着剤組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、安定剤として、少なくとも１つのビニルエステル、好ましくは酢酸ビニルと
少なくとも１つのアルケンジエステル、好ましくは３，４－ジアセトキシ－１－ブテンと
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の部分的または完全加水分解コポリマーを含む（メタ）アクリレートに基づく水性接着剤
分散体、ならびにラベリング接着剤およびシーリング接着剤としてのかかる組成物の使用
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水系接着剤はラベリング接着剤として従来技術において既知である。従来、かかる接着
剤を紙またはプラスチックラベルの一方の側に塗布し、次にこのラベルを高速ラベリング
法において容器に接着させる。加工し易いように、容器、通常ボトルは、ラベルを貼付す
る際には、既に内容物を充填されている。多くの場合、内容物は冷蔵されているため、容
器は温度が外気温度未満である外側表面を有し、これにより、容器の外側上に凝縮水がも
たらされる。ラベルはかかる湿潤表面にうまく接着せず、それゆえ容易に滑り出るため、
この凝縮水は、今日使用されている高速ラベリング法において特に問題となる。そのため
、通常の目的は、湿潤表面上において良好な接着特性も有する接着剤を開発することであ
る。
【０００３】
　さらなる要件は、容器をリサイクルする際に、残余物なくラベルを容易に除去できるこ
とである。この目的のためには、乾燥した接着剤を水またはアルカリ性溶液中に素早く溶
解させることができることが望ましい。
【０００４】
　凝縮水で湿潤した冷たいボトルに対してラベルの良好な接着性を達成するため、カゼイ
ン系接着剤が主に用いられている。しかし、天然産物であるということで、カゼインは高
価であり、常に利用可能ではなく、品質に顕著な変動が課される。しかし、カゼイン系接
着剤の有利な特性は、現在まだ合成接着剤により完全には再現されていない。
【０００５】
　適当なシーリング接着剤は、包装の分野で重要な役割を果たし、冷間シーリング接着剤
（cold-sealing adhesive）は感温製品、例えばアイスクリームまたはチョコレート等の
食品を包装するために用いられている。熱シーリング接着剤（heat-sealing adhesive）
は、薬剤用のブリスター包装を製造する際によく使用される。この方法において、溶剤由
来系が、良好なシーリング特性、接着性、および多くの充填物質および環境的影響に対す
る耐性を有するため、頻繁に使用される。しかし、これは、高いレベルの溶剤を含む物質
を用いた作業は特別な保護手段を必要とする点で不利である。したがって、製造労働者は
、適当な手段、例えば抽出システムによって溶剤蒸気に対して保護されなければならず、
複雑な爆発保護および防火が製造部門において供されなければならない。よって、適当な
水系接着剤、特に良好なシーリング特性を有する水系接着剤に対する要求もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明により対処される問題は、冷たく湿潤したボトルに対する良好な接
着性を達成する特性を有し、それゆえ一般に使用されているカゼイン系接着剤と置き換え
られる合成接着剤を提供することである。さらに、この接着剤は、シーリング接着剤、特
に冷間シーリング接着剤として使用できることが意図される。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　驚くべきことに、これは、アクリレート重合物と特定のポリビニルアルコール系保護コ
ロイドとの組み合わせを含む接着剤組成物によって達成できることが示された。市販のポ
リビニルアルコールは、その特定の化学組成のために、アクリレート分散体の重合におけ
る使用に適当でない。
【発明の効果】
【０００８】
　したがって、本発明は、ポリビニルアルコール由来物により安定化されるアクリレート
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モノマーに基づくポリマー分散体を含む接着剤組成物に関する。アクリレートおよびポリ
ビニルアルコール由来物のこの特定の組み合わせを用いると、カゼインの良くない特性を
含むことなく、カゼイン系のレシピに類似の接着特性を達成することができる。特に、カ
ゼインを省くことにより、その費用を顕著に低減でき、そして一貫した品質を確保できる
。この新規なタイプの接着剤組成物は、既知のカゼイン接着剤よりも貯蔵安定性があり、
取扱いが容易である。既知の合成アクリレート接着剤と比較して、本発明に係る組成物は
、冷たく湿潤した表面に対する接着性が改善され、即ち、ラベルが滑り落ちるのが抑制さ
れ、氷水貯蔵後でさえラベルをまだ非常に簡単に洗い出すことができる。さらに、優れた
熱シーリングおよび冷間シーリング特性を達成できる。そのため、この接着剤組成物は高
い水耐性を有し、広い範囲の充填物質、例えばケチャップ、ヨーグルト、アイスクリーム
またはチョコレートに対して耐性がある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　第一の態様において、それゆえ本発明は接着剤組成物に関し、ここで該接着剤組成物は
、それぞれの場合において接着剤組成物の全重量に基づいて：
ａ）１５．０～５５．０重量％、好ましくは１５．０～４０．０重量％、より好ましくは
１６．０～２５．０重量％の（メタ）アクリレートモノマーに基づく重合物；および
ｂ）０．１～５．０重量％、好ましくは０．４～２．５重量％の安定剤
を含む水性（メタ）アクリレート分散体であり、
該安定剤は、式
　　　Ｈ２Ｃ＝ＣＨＲ１－（ＣＨＲ２)ｎ－ＣＨ２Ｒ３

〔式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の少なくとも２つは－ＯＣ（Ｏ）Ｒ４であり、残りは水素
であり、Ｒ４はＣ１－６アルキル、好ましくはメチルであり、ｎは０、１、２、３、４ま
たは５である〕
の少なくとも１つのアルケンジエステルを含む、少なくとも１つのビニルエステル、好ま
しくは酢酸ビニルのコポリマーを含み、ここで、該コポリマーは部分的または完全に加水
分解されている。
【００１０】
　ここで使用される「少なくとも１つ」とは、１以上、例えば１、２、３、４、５、６、
７、８、９またはそれ以上をさす。
【００１１】
　更なる態様において、本発明は、かかる接着剤のラベリング接着剤としての使用に関す
る。
【００１２】
　ここに記載される接着剤を用いることにより、湿潤し冷たいガラスおよびプラスチック
表面に対してさえラベルを非常に良好に接着させることができる。その接着効果は、特に
、低温度（氷水）においても非常に良好である。高い接着強度に関わらず、接着剤を容易
に洗い落とすことができる。
【００１３】
　更なる態様において、本発明は、シーリング接着剤として、特に冷間シーリング接着剤
としてのかかる接着剤の使用に関する。
【００１４】
　ここに記載される接着剤組成物は、特定のポリビニルアルコール由来物によって安定化
される、アクリレート系重合物の水系分散体である。
【００１５】
　保護コロイドまたは安定剤として用いられるポリビニルアルコール由来物は、式
　　　Ｈ２Ｃ＝ＣＨＲ１－（ＣＨＲ２）ｎ－ＣＨ２Ｒ３

〔式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の少なくとも２つは－ＯＣ（Ｏ）Ｒ４であり、残りは水素
であり、Ｒ４はＣ１－６アルキル、好ましくはメチルであり、ｎは０、１、２、３、４ま
たは５である〕
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の少なくとも１つのアルケンジエステルモノマーを有する、少なくとも１つのビニルエス
テルモノマー、好ましくは酢酸ビニル、のコポリマーである。これらのコポリマーは部分
的または完全に加水分解されている。ここで使用される「加水分解」とは、エステル基が
部分的または完全にケン化されるという事実に関し、その結果、コポリマーはこれらの点
において遊離のヒドロキシル基を含む。「部分的に加水分解」は、一部のエステル基がケ
ン化され、その他はケン化されていないことを意味する。上記のコポリマーにおいて、ア
ルケンジエステルは好ましくは完全にケン化されてジオールを形成する。ビニルエステル
モノマーも完全にケン化されてビニルアルコール単位を形成するか、またはコポリマーは
同時にビニルアルコールおよびビニルエステル単位を含む。種々の実施態様においてコポ
リマーの加水分解度は８０～９５モル％である。ヘップラー粘度（ＤＩＮ　５３０１５、
ヘップラー法、４％水溶液）は好ましくは１～３０ｍＰａｓ、好ましくは２～２５ｍＰａ
ｓである。
【００１６】
　本発明の種々の実施態様において、コポリマーは、それが５０～９５重量％の少なくと
も１つのビニルエステルモノマー、好ましくは酢酸ビニルに基づくモノマー単位、および
５～５０重量％の少なくとも１つのアルケンジエステルモノマー、好ましくは３，４－ジ
アセトキシ－１－ブテンに基づくモノマー単位を含むにされる。好ましくは、これらのコ
ポリマーは他のモノマーに基づくモノマー単位を含まず、すなわち、少なくとも１つのビ
ニルエステルモノマーに基づくモノマー単位および少なくとも１つのアルケンジエステル
モノマーに基づくモノマー単位の量は、好ましくは合計で１００重量％となる。
【００１７】
　コポリマーは、モノマー単位として、１種のビニルエステルモノマーを含んでよく、ま
たは複数種のビニルエステルモノマーを含んでよい。同様に、１つのアルケンジエステル
または複数の異なるアルケンジエステルをコモノマーとして用いてよい。ここで使用され
る「アルケンジエステル」とは、２つのエステル化されたヒドロキシル基を有し、再度ケ
ン化されてジオールを形成できるアルケンに関する。
【００１８】
　コポリマーは、式
　　　Ｈ２Ｃ＝ＣＨ２－（ＣＨＲ２）ｎ－ＣＨ２Ｒ３

〔式中、Ｒ２およびＲ３の少なくとも２つは－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ３であり、その残りは水素
であり、ｎは１、２または３、好ましくは１である〕
のアルケンジエステルを有する酢酸ビニルのコポリマーであってよい。特に、コポリマー
はブテンジオール／ビニルアルコールコポリマー（ＩＮＣＩ：ブテンジオール／ビニルア
ルコールコポリマー；ＣＡＳ：９１７２４９－６４－０）である。
【００１９】
　種々の実施態様において、安定剤または保護コロイドは、１以上の種々の上記コポリマ
ーを含み、またはそれらからなる。好ましくは、安定剤は上記コポリマーの１つである。
【００２０】
　安定剤は、それぞれの場合において接着剤組成物の全体に基づいて、０．１～５．０重
量％、好ましくは０．４～２．５重量％の量で含まれる。接着剤が１以上の上記コポリマ
ーを含むかどうかに関係なく、上記の量は、接着剤組成物に含まれる上記式の全てのコポ
リマーの全量に関する。
【００２１】
　接着剤組成物はさらに、アクリル酸またはメタクリル酸のエステル、および場合により
それと共重合し得る更なるモノマーに基づき、水中に分散される重合物を含む。ここで使
用される「アクリル酸またはメタクリル酸のエステルに基づく」とは、重合物が該モノマ
ーの全重量およびあり得る更なる共重合性モノマーの全量に基づいてより多くの量のアク
リル酸またはメタクリル酸のエステルを含むことを意味する。種々の実施態様において、
アクリル酸またはメタクリル酸のエステルの比率は、モノマーの全重量に基づいて、少な
くとも５０重量％である。
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【００２２】
　アクリル酸またはメタクリル酸のエステルの群からの適当なモノマーは、１～１５個の
Ｃ原子を有する非分岐または分岐アルコールのエステルである。好ましいメタクリル酸エ
ステルまたはアクリル酸エステルは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチ
ルアクリレート、エチルメタクリレート、プロピルアクリレート、プロピルメタクリレー
ト、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレ
ートである。メチルアクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレートおよ
び２－エチルヘキシルアクリレートが特に好ましく、さらにより好ましいのはメチルメタ
クリレートおよびｎ－ブチルアクリレートである。重合物は、１以上の上記エステルを含
んでよい。メチルメタクリレートおよびｎ－ブチルアクリレートの混合物が特に好ましく
、特に１：１の重量比率における。その全重量に基づいて、種々の実施態様において、接
着剤組成物は、重合物の形態において、１５．０～４０．０重量％、好ましくは１６．０
～２５．０重量％の（メタ）アクリレートモノマー単位を含む。
【００２３】
　場合により、メタクリル酸エステルおよびアクリル酸エステルはまだ、更なるモノマー
、例えば１～１２個のＣ原子を有する非分岐または分岐カルボン酸のビニルエステル、ビ
ニル芳香族化合物、ハロゲン化ビニル、オレフィンおよびジエンの群からの１以上のモノ
マーと共重合してよい。前記モノマーが共重合される場合、その場合、これは通常、モノ
マーの全重量に基づいて１０～５０重量％の量である。
【００２４】
　好ましいビニルエステルは、酢酸ビニル、ビニルプロピオネート、ビニルブチレート、
ビニル－２－エチルヘキサノエート、ビニルラウレート、１－メチルビニルアセテート、
ビニルピバレートおよび９～１１個のＣ原子を有するα－分岐モノカルボン酸のビニルエ
ステルである。酢酸ビニルが特に好ましい。スチレン、メチルスチレンおよびビニルトル
エンがビニル芳香族化合物として好ましい。好ましいハロゲン化ビニルは塩化ビニルであ
る。好ましいオレフィンはエチレン、プロピレンであり、好ましいジエンは１，３－ブタ
ジエンおよびイソプレンである。
【００２５】
　好ましい実施態様において、副モノマーを共重合してもよい。副モノマーの例は、エチ
レン性不飽和モノカルボン酸およびジカルボン酸、好ましくはアクリル酸、メタクリル酸
、フマル酸およびマレイン酸；エチレン性不飽和カルボン酸アミドおよびニトリル、好ま
しくはアクリルアミドおよびアクリロニトリル；フマル酸およびマレイン酸のモノエステ
ルおよびジエステル、例えばジエチルおよびジイソプロピルエステルおよびマレイン酸無
水物、エチレン性不飽和スルホン酸またはその塩、好ましくはビニルスルホン酸および２
－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸である。他の例は、マルチ-エチレン
性不飽和コモノマー等の前架橋（pre-crosslinking）コモノマーであり、例えばジビニル
アジペート、ジアリルマレエート、アリルメタクリレートまたはトリアリルシアヌレート
、または後架橋（post-crosslinking）コモノマー、例えばアクリルアミドグリコール酸
（ＡＧＡ）、メチルアクリルアミドグリコール酸メチルエステル（ＭＡＧＭＥ）、Ｎ－メ
チロールアクリルアミド（ＮＭＡ）、Ｎ－メチロールメタクリルアミド、Ｎ－メチロール
アリルカルバメート、アルキルエーテル、例えばイソブトキシエーテル、またはＮ－メチ
ロールアクリルアミド、Ｎ－メチロールメタクリルアミドおよびＮ－メチロールアリルカ
ルバメートのエステルである。グリシジルメタクリレートおよびグリシジルアクリレート
等のエポキシ官能性コモノマーも適当である。更なる例は、シリコン官能性コモノマー、
例えばアクリルオキシプロピルトリ（アルコキシ）シランおよびメタクリルオキシプロピ
ルトリ（アルコキシ）シラン、ビニルトリアルコキシシランおよびビニルメチルジアルコ
キシシランであり、例えば、エチルグリコールエーテル基およびエチルプロピレングリコ
ールエーテル基がアルコキシ基として存在してよい。ヒドロキシルまたはＣＯ基を有する
モノマーも挙げられ、例えば、メタクリル酸-およびアクリル酸-ヒドロキシアルキルエス
テル、例えばヒドロキシエチル-、ヒドロキシプロピル-またはヒドロキシブチル-アクリ
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レートまたは-メタクリレート、およびジアセトンアクリルアミドおよびアセチルアセト
キシエチル-アクリレートまたは-メタクリレート等の化合物である。しかし、アクリル酸
およびメタクリル酸ならびにその混合物が特に好ましい。かかる副ポリマーが、重合物の
形態において接着剤組成物の全重量に基づいて、０．５～２０．０重量％、好ましくは１
．０～１５．０重量％、より好ましくは２．０～１２．０重量％の量で存在してよい。
【００２６】
　メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレ
ート、プロピルアクリレート、プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－
ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレートの群からの１以上のモノマーを
含むホモ重合物および共重合物が好ましく、特に、ｎ－ブチルアクリレートまたは２－エ
チルヘキシルアクリレートのホモ重合物またはメチルメタクリレートとｎ－ブチルアクリ
レートおよび／または２－エチルヘキシルアクリレートとの共重合物；およびメチルアク
リレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、２－
エチルヘキシルアクリレートの群からの１以上のモノマーとのスチレンアクリル酸エステ
ル共重合物；メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ｎ－ブ
チルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレートの群からの１以上のモノマーおよび
場合によりエチレンとの酢酸ビニルアクリル酸エステル共重合物であり；前記ホモ重合物
および共重合物は、場合により、上記の副モノマーを含んでもよい。
【００２７】
　メチルメタクリレートとｎ－ブチルアクリレートとの共重合物が特に好ましく、これは
、場合により、上記の副モノマー、特にアクリル酸またはメタクリル酸、特に好ましくは
メタクリル酸を含んでもよい。アクリレートおよびメタクリレートは、かかる重合物にお
いて、重合物中のモノマーの全重量に基づいて、４０．０～９０．０重量％、好ましくは
６０．０～８０．０重量％の量で存在する。副モノマー、すなわち、特にアクリル酸また
はメタクリル酸は、重合物中のモノマーの全重量に基づいて、１０．０～６０．０重量％
、好ましくは２０～４０重量％の量で存在する。
【００２８】
　ポリマーが、シーリング接着剤としての使用が意図される接着剤組成物に組み込まれる
のであれば、一般に－５０℃～＋５０℃、好ましくは－３０℃～＋４０℃のガラス転移温
度Ｔｇが生じるように、モノマーまたはコモノマーの重量百分率が選択される。ラベリン
グ接着剤としての使用に対しては、好ましくは、＋３０℃～＋１２０℃のガラス転移温度
Ｔｇが生じるように、モノマーまたはコモノマーの重量百分率が選択される。重合物のガ
ラス転移温度Ｔｇは、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）によって既知の方法において決定され
る。
【００２９】
　種々の実施態様において、接着剤組成物は、接着剤組成物の全重量に基づいて、１５．
０～５５．０重量％、好ましくは１５．０～４０．０重量％、特に好ましくは１６．０～
２５．０重量％の共重合物を含み、次にこの共重合物は、４０．０～８９．０重量％、好
ましくは６２．５～７９．０重量％の（メタ）アクリレートモノマー単位、特にメチルメ
タクリレートおよびｎ－ブチルアクリレート単位、および１１．０～６０．０重量％、好
ましくは２１．０～３７．５重量％の（メタ）アクリル酸モノマー単位、特にメタクリル
酸単位を含む。一実施態様においては、重合物は、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルア
クリレートおよびメタクリル酸モノマー単位を、０．８～１．２：０．８～１．２：０．
６～１．０、好ましくは１：０．９～１．１：０．７～０．９の質量比率で含む。別の実
施態様においては、重合物は、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレートおよびア
クリル酸モノマー単位を、０．８～１．２：１．１～１．５：０．０１～０．１、好まし
くは１：１．２～１．４：０．０１～０．１の質量比率で含む。
【００３０】
　アクリレートまたはメタクリレートのホモ重合物または共重合物は、乳化重合法に従っ
てまたは懸濁重合法に従って、好ましくは乳化重合法に従って製造され、重合温度は、通
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常４０℃～１００℃、好ましくは６０℃～９０℃である。気体状のコモノマー、例えばエ
チレン、１，３－ブタジエンまたは塩化ビニルの共重合を圧力下、通常５ｂａｒ～１００
ｂａｒの間で行ってもよい。
【００３１】
　重合は、乳化重合および懸濁重合に対して従来の水溶性またはモノマー溶解性開始剤ま
たはレドックス開始剤の組み合わせを用いて開始される。水溶性開始剤の例は、ペルオキ
ソ二硫酸のナトリウム塩、カリウム塩およびアンモニウム塩、過酸化水素、ｔ－ブチルペ
ルオキシド、ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、カリウムペルオキソジホスフェート、ｔｅ
ｒｔ－ブチルペルオキシピバレート、クメンヒドロペルオキシド、イソプロピルベンゼン
モノ-ヒドロペルオキシドアゾビスイソブチロニトリルである。モノマー溶解性開始剤の
例は、ジセチルペルオキシジカーボネート、ジシクロヘキシルペルオキシジカーボネート
、ジベンゾイルペルオキシドである。前記開始剤は、それぞれの場合においてモノマーの
全重量に基づいて、通常０．００１～０．７重量％、好ましくは０．００１～０．５重量
％の量で用いられる。
【００３２】
　還元剤と併用した前記開始剤の組み合わせがレドックス開始剤として用いられる。適当
な還元剤は、アルカリ金属およびアンモニウムの亜硫酸塩および亜硫酸水素塩、例えば亜
硫酸ナトリウム、スルホキシル酸由来物、例えば亜鉛ホルムアルデヒドスルホキシレート
、またはアルカリホルムアルデヒドスルホキシレート、例えばナトリウムヒドロキシメタ
ンサルフィネート、およびアスコルビン酸である。還元剤の量は、それぞれの場合におい
てモノマーの全重量に基づいて、通常０．００１～０．５重量％である。
【００３３】
　分子量を制御するために、制御物質を重合中に用いてよい。制御剤を用いる場合、それ
は通常、重合するモノマーに基づいて０．０１～５．０重量％の間の量で用いられ、単独
で分散されるか、または分散されてそれらが反応成分と予混合（pre-mix）される。かか
る物質の例は、ｎ－ドデシルメルカプタン、ｔｅｒｔ－ドデシルメルカプタン、メルカプ
トプロピオン酸、メルカプトプロピオン酸メチルエステル、イソプロパノールおよびアセ
トアルデヒドである。好ましくは、ｎ－ドデシルメルカプタンが用いられ、例えば重合す
るモノマーに基づいて１．０重量％～２．０重量％の量である。
【００３４】
　重合中、上記ポリビニルアルコール系の保護コロイドが、好ましくは水溶液として、上
記の量において、全体として存在し、または一部が存在し一部が添加される。好ましくは
、少なくとも5重量％の保護コロイドが存在し、より好ましくは保護コロイド比率（propo
rtion）が全体として存在する。
【００３５】
　特定の実施態様においては、追加的に少量の乳化剤、場合によりモノマー量に基づいて
０．１～５重量％の乳化剤を用いることが有利であり得る。適当な乳化剤は、アニオン性
およびカチオン性ならびに非イオン性乳化剤、例えば８～１８個のＣ原子の鎖長を有する
アルキルサルフェート、疎水性基中に８～１８個のＣ原子、および４０以下のエチレンオ
キシドまたはプロピレンオキシド単位を有するアルキルエーテルサルフェートまたはアル
キルアリールエーテルサルフェート、８～１８個のＣ原子を有するアルキルスルホネート
またはアルキルアリールスルホネート、一価アルコールまたはアルキルフェノールを有す
るスルホコハク酸のエステルおよびセミエステル等のアニオン性界面活性剤、または８～
４０のエチレンオキシド単位を有するアルキルポリグリコールエーテルまたはアルキルア
リールポリグリコールエーテル等の非イオン性界面活性剤である。しかし、上記ポリビニ
ルアルコール系の保護コロイドの存在のために、更なる乳化剤を使用する必要はない。し
たがって、好ましい実施態様において、更なる乳化剤を添加しない。
【００３６】
　モノマー、すなわち（メタ）アクリレートモノマーおよび用いられ得るコモノマーまた
は副モノマーは、全体として添加してよく、または一部は存在し、残りを重合の開始後に
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添加してよい。モノマーは、好ましくは水性プレエマルションの形態で用いられ、これは
さらに制御剤および乳化剤（界面活性剤）を含んでよい。好ましくは、本方法は、ポリビ
ニルアルコール系の保護コロイドが上記の量で、好ましくは水溶液として、全体として存
在するようにされ、溶液を例えば７０～８０℃に加熱してよく、このポイントにおいて、
モノマーの全重量に基づいて、モノマープレエマルションの１～１０重量％が添加される
。開始剤チャージの添加後、残りのモノマーは通常3～4時間以内に添加される。添加は、
（空間および時間上）別個に行ってよく、または添加される全てもしくは一部の成分を、
プレ乳化形態で、即ち上記のプレエマルションの形態で添加してよい。
【００３７】
　モノマーの転化は開始剤の添加によって制御される。開始剤は全体として添加され、第
１段階の重合における転化速度を設定するために、一部の開始剤、例えば５～１０重量％
をスターターチャージとして添加し、その後、残りを３～４時間の期間に亘って絶え間な
く添加する。または、開始剤を重合の開始においては比較的ゆっくりと添加してよく、そ
の後、重合の最終段階において顕著により高い添加速度で添加してよい。
【００３８】
　重合の完了後、残存モノマーを除去するための既知の方法、例えばレドックス触媒によ
って開始される後重合（post-polymerization）を用いて、後重合を行うことができる。
揮発性の残存モノマーを、蒸留によって、好ましくは減圧下で蒸留によって、および必要
に応じて不活性キャリアガス、例えば空気、窒素または水蒸気を溶液に通じてまたはその
上に通すことによって、除去することもできる。
【００３９】
　上記の方法を用いて得ることができる水性分散体および対応する接着剤組成物は、好ま
しくは３０～７５重量％の固体含有量を有する。種々の実施態様において、前記組成物は
、３０～７０重量％、好ましくは４０～７０重量％、より好ましくは５０～７０重量％の
水を含む。それらは、好ましくは有機溶媒を含まない。
【００４０】
　異なる使用の数を増やすために、更なる添加剤を分散体に添加してよい。接着剤分散体
の更なる構成成分（好ましい実施態様において見出される）は、例えば顔料、充填剤、染
料、消泡剤および防腐剤である。
【００４１】
　水性ポリマー分散体を、水中再分散性である保護コロイド安定化ポリマー粉末を得るた
めに、既知の方法を用いて乾燥してよい。
【００４２】
　分散体または粉末をその代表的な用途分野において用いることができる。本発明の意味
内において、それらは、好ましくは接着剤として、より好ましくはラベリング接着剤また
はシーリング接着剤として用いられる。そのため、接着剤として、特にラベリング接着剤
またはシーリング接着剤としての使用も本発明の一部を形成する。
【００４３】
　接着剤組成物をラベリング接着剤として使用することを意図する場合、前記組成物の粘
度は好ましくは、それが１０，０００～２５０，０００ｍＰａｓ、好ましくは３０，００
０～１５０，０００ｍＰａｓ（２５℃、ブルックフィールド、ＥＮ　ＩＳＯ　２５５５）
であるように整えられる。これらの組成物をシーリング接着剤として使用することを意図
する場合、その粘度は好ましくは、それが５０～６０００ｍＰａｓ、好ましくは１００～
２０００ｍＰａｓ（２５℃、ブルックフィールド、ＥＮ　ＩＳＯ　２５５５）であるよう
に整えられる。別の使用、特にプラスチック表面に対する使用において、その粘度範囲は
好ましくは１０，０００～１００，０００ｍＰａｓである。
【００４４】
　本発明による接着剤組成物の使用は知られている。組成物をラベリング接着剤として用
いる場合、それを特にラベルの一方の側に塗布し、このラベルを、容器、通常湿気のある
または湿潤した表面を有するものに、その直後に接合する。かかるラベリング方法のため
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【００４５】
　本発明の接着剤分散体は、通常５～８０ｇ／ｍ２、好ましくは５～５０ｇ／ｍ２の量で
塗布される。ラベルとしては、既知の材料、特に紙が挙げられる。接着剤を塗布する基材
は、食品および飲料を包装するために用いられる容器、例えばボトル、缶等である。容器
の材料は、ガラス、金属、ブラスチック材料、複層包装材料等であってよい。好ましくは
、飲料用のボトルおよび缶は容器として用いられる。ラベルを適用後、容器には更なる加
工が行われ、最終的に乾燥される。
【００４６】
　本発明による組成物の効果は、湿潤したまたは湿った表面上における接着効果の改善、
およびシーリング接着剤としてのその安定性である。市販の接着剤を用いて貼合されるラ
ベルは、湿った表面上において滑り落ちる傾向にあるが、一方、それらが上記の接着剤を
用いて貼合される場合には、接着効果が改善され、それゆえ、それらは滑り落ちるのを抑
制される。
【００４７】
　ラベルは、容器を水、好ましくはアルカリ性溶液中に浸漬することによって再度取り除
くことができる。これは、通常４０～９５℃。好ましくは５０℃より高い温度で行われる
。この方法において、除去方法を機械力によって補助するために溶液または容器を撹拌す
る。接着剤を少なくとも部分的に溶解し、基材の表面から除去する。
【００４８】
　以下の実施例は本発明をより詳細に説明するのに役立つ：
【実施例】
【００４９】
実施例
実施例１：
【００５０】
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【表１】

【００５１】
　反応器において、水およびポリビニルアルコール由来物から溶液を製造した。これを７
５℃に加熱した。５％のプレエマルションを添加した。開始剤チャージの添加後、その温
度を上げた。８２℃において、プレエマルションの残りを３．５時間の期間に亘って絶え
間なく添加した。同時に、スターターを3.75時間の期間に亘って連続的に絶え間なく添加
した。冷却後、防腐剤および消泡剤を添加した。
【００５２】
実施例２：
【００５３】
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【表２】

【００５４】
　反応器において、水およびポリビニルアルコール由来物から溶液を製造した。これを７
５℃に加熱した。２％のプレエマルションを添加した。開始剤チャージの添加後、その温
度を上げた。７７℃において、プレエマルションの残りを２．５時間の期間に亘って絶え
間なく添加した。同時に、スターターを3時間の期間に亘って連続的に絶え間なく添加し
た。冷却後、防腐剤を添加した。
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